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第77回日本皮膚科学会西部支部学術大会
アッヴィ合同会社共 催：

日 時

会 場

中原 剛士 先生　九州大学大学院医学研究院 皮膚科学分野 教授座 長
岩田 浩明 先生　岐阜大学大学院医学系研究科 皮膚科学教室 教授

心理社会的疾病負荷を考慮した乾癬治療戦略
神谷 浩二 先生　自治医科大学 皮膚科学講座 准教授演 者

講
演
１

アトピー性皮膚炎でかゆみと皮疹を
同時に改善させる必要性

福本 毅 先生　京都府立医科大学大学院医学研究科 皮膚科学 教授演 者

講
演
４

化膿性汗腺炎の最新治療戦略
～生物学的製剤と外科的アプローチの視点から～

神谷 秀喜 先生　中部国際医療センター 皮膚科・皮膚がんセンター 部長演 者

講
演
２

皮膚科医はアトピー性皮膚炎患者さんの
本音を引き出すことはできるのか

田中 暁生 先生　広島大学大学院医系科学研究科 皮膚科学 教授演 者

講
演
３

2025年10月19日（日） 13：20-15：20（各演題30分）
B会場
岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム）2階 レセプションホール
〒700-0024 岡山県岡山市北区駅元町14番1号

炎症性皮膚疾患：
　　治療ゴール達成を見据えた治療戦略


